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新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て は 、 今 週 に 至っ て 新規 感染 者 数 の 増加 が 全国 共通 の 
傾向 と な り 、 こ れ ま で に 経験 し た こと が な い 更 な る 感染 拡大 事態 が 目前 に 迫る 状況 と な っ 
て いま す 。 

岩手 県 に お いて も 、 既 に 県 内 外 の 人 々 の 往来 に 起因 する 感染 拡大 や 新た な 変異 株 (デル 
タ 株 ) に よる と 考え られ る 急激 な 状況 悪化 の 兆し が 見 られ ます 。 

つい て は 、 先 の 見 解 に お いて 懸念 し て いた 岩手 県 に お ける まん 延期 の 基本 対応 方 針 に 加 
え 、 感 染 の 爆発 的 拡大 を 可能 な 限り 抑制 する た め の 具 体 的 行動 を 専門 委員 会 見 解 と し て 追 
加 提 言い た し ます 。 




























































































































































































記 

1 現状 ( 令 和 3 年 8 月 ) 

(1) 岩手 県 内 の 流行 状況 は 、7 月 上 旬 以 降 の 岩手 県 中 部 保健 所 管内 に お ける 職場 、 飲 食 店 、 

NN 関連 する 家族 ある い は 家族 間 で の 感染 連鎖 
ミ 的 に 確認 され て いる 他 、 盛 岡市 に お いて も 教育 機関 や スポ ー ツ 施設 、 大 規模 商業 

施 お ける 感染 例 確認 が 相次ぎ 、 さ ら に は 宮古 市 等 の 沿岸 部 へ の 広がり も 見 られ ま 

す 。 新規 感染 患者 の 低 年 齢 へ の 広がり は 8 月 に 入っ て 一 層 顕 著 と な り 、 年 齢 層 に 関わ ら 

ず 、 ワ クチ ン 接 種 済 の 方 へ の 感染 も 見 られ ます 。 

(2) 岩手 県 内 外 で の 大 規模 イベ ント 開催 の 有無 に 関わ ら ず 、 社 会 活動 は 次 第 に 活発 化し て 
お り 、 岩手 県 内 へ の 人 口 流入 や 人 々 の 日 常 活 動 は 、 現 時 点 よ り も 人 遥か に 感染 者 が 少な か 
っ た 1 年 前 に 比較 し て 明らか に 増加 傾向 に あり ます 。 

(3) 変異 株 に つい て は 、 ス クリ ー ニ ング 検査 や ゲノム 解析 の 結果 か ら 、 岩 手 県 で も 6 月 
の 時 点 で E484K 変異 が ある 株 (R.1 系 統 ) か ら N501Y 変異 が ある アル ファ 株 (B.1.1.7 
系 統 ) に 置き 換 わ っ た こと が 確認 され 、 さ ら に 7 月 上 旬 か ら 検 出さ れ て いる L452R 変異 
株 の 割合 は 確実 に 高まっ て いま す 。 L452R 変異 が 確認 され た も の に つい て は 、 多 く が デ 
ル タ 株 (B. 1.617.2 系 統 ) で ある こと が 判明 し て いる こと は 既報 の ご と く で す 。 岩手 県 
内 も アル ファ 株 か らい わ ゆ る デル タ 株 に 急速 に 置き 換わり つつ あり ます 。 
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2 専門 的 見 地 か ら の 助言 
(1) 岩手 県 で は 、7 月 下旬 か ら の 新規 患者 数 増加 傾向 が 8 月 に 入っ て より 顕著 と な り 、 そ 
の 広がり は 既に 岩手 県 内 全域 に 及 ん で いる こと 、 同 時 に 感染 性 が 高い と され る デル タ 株 
の 関与 が 強く 疑わ れる 集団 発生 も 確認 され 、 家 族 の 一 員 が 感染 する こと に より 家族 全員 
の 行動 制限 を 要する 事態 が 散見 され る こと 、 発 症 時 に 抗原 検査 キッ ト な ど で 自 主 検査 に 
も 関わ ら ず 、 後 に 感染 が 確認 され た 事例 等 も 存在 する こと か ら 、 い わ ゆ る フェ ー ズ の 数 
値 基準 を 超え て 「 集 団 感 染 リ スク が 高まる 新た な 状況 」 が 県 内 に 既に 存在 し て いる と 推 
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全 0000M 
(2) 首都 圏 等 ける 急激 な 感染 拡大 状況 を 受け 、 当 該 地 域 で は 緊急 事態 宜 言 や まん 延 防 
0 A i A 
いる こと か ら 、 岩手 県 へ の 人 口 移 動 は 更に 増加 し 、 既に 岩手 県 内 へ の 感染 者 の 流入 が 生 
0 評価 され ます 。 
(3) この こと は 、 感染 対策 意識 が 深化 し た と は 言え 、 先 の 提言 に 示し た 政府 に よる 一 般 的 
な 行動 様式 の 提言 【 別 掲 1】 の み で は 、 必ず し も 充分 と は 言え な い 状 況 に 至っ て いる も 
の と 考え られ る こと か ら 、 県 民 の 皆さま に は この 人 危機 的 な リス ク の 高まり に 対し て の 対 
応 が 求め られ る と ころ で す 。 
(4) 岩手 県 は 既に 独自 の 「 岩 手 警 戒 家 言 」 を 発し て いる と ころ で あり ます が 、 当 専門 委員 
会 と し まし て は 、 先 に 発出 し た 助言 に 追加 的 対応 策 を 加味 し た 緊急 的 な 提言 を 発出 する 
こと どど と いた し まず すず 。 
(5) この 提言 【 別 掲 2】 は 、 流 行 の 始ま りか ら 約 1 年 前 まで の 岩手 県 の 経験 か ら 、 よ り 
確実 な 行動 に よっ て 感染 者 を 押 制 し 、 医 療 資 源 が 必ず し も 潤沢 と は 言え な い 岩 手 県 内 
の 通常 医療 へ の 影響 を 最少 に と ど め 、 か つ 、 ま ん 延 状態 へ の 急速 な 移行 を 阻止 する た 
め 、 新 型 コ ロナ 感染 症 の 流行 初期 に 採ら れ た 県 民 や 事業 者 等 の 警戒 行動 を 、 今 一 度 皆 
さま に 思い 起こ し て いた だ く た め の も の で す の で 、 ご 理解 と ご 協力 の ほど お 願い いた 









































































































































































































































































































































【 別 掲 1】 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 分 科 会 ( 令 和 3 年 6 月 16 日) 提言 
「 変 異 株 が 出現 し た 今 、 求 め ら れる 行動 様式 」 

















( 1 ) マス ク を 算 に フィ ッ ト さ せ た し っ か り と し た 着用 を 徹底 する こと 。 その 際 に は 、 適切 な 方 法 で 
着用 で きる こと を 第 一 と し た 上 で 、 感染 リス ク の 比較 的 高い 場面 で は 、 で きれ ば フィ ルター 
性 能 の 高い 不織布 マス ク を 着用 する こと 。 三 密 の いずれ も 人 避け る こと 。 特に 人 と 人 と の 距離 


に は 気 を 付け る こと 。 
( 2 ) マス ク を し っ か り と 着用 し て いて も 、 室内 で お し や ゃ べり する 時 間 は 可能 な 限り 短く し て 、 大声 
は 避け る こと 。 


( 3 ) 今 まで 以上 に 換気 に は 留意 する こと 。 

( 4 ) 出来 る 限り 、 テ レ ワ ー ク を 行う こと 。 職場 に お いて も 、( 1 ) て ( 3 ) を 徹底 する こと 。 

( 5 ) 体調 不良 時 に は 出勤 ・ 登 校 を せ ず 、 必 要 な 場合 に は 近 医 を 受診 する こと 。 

( 6 ) ワク チン 接種 後に も 、 国民 の 多く が ワク チン 接種 を 終え る まで は 、 マ スク を 着用 する こと 。 


( 7 ) ワク チン 接種 後に も 、 国民 の 多く が ワク チン 接種 を 終え る まで は 、 大 人 数 の 飲み 会 は 控え 
る こと 。 











【 別 掲 2 】 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 委員 会 提言 
「 急 激 な 感染 拡大 事態 お よび まん 延期 に 備え て の 望ま し い 県 民 の 行動 」 

































































① 夏休み や お 盆 期 間 の 前 後に お ける 感染 リス ク の 上 昇 が 岩手 県 内 で も 現実 の も の と な っ て いる こ 
と か ら 、 休 暇 期 間 中 で あっ て も 不要 不 急 の 外出 や 都 道 府 県 を また ぐ 移 動 、 家 族 の 受け 入れ は 原則 
と し て 一 旦 中 止ま た は 延期 する こと 。 


② 職務 等 で 都 道 府 県 を 越え る 移動 を 要する 場合 に は 、 移 動 直 前 に 居住 ある い は 滞在 し て いた 都 道 
府県 の 行動 要請 を 、 来 県 後 も 14 日 程度 継続 する 。 ある い は 可能 な ら ば 症状 の 有無 に 関わ ら ず 移動 
前 に 民間 等 の 診断 検査 等 も 考慮 する こと 。 


③ 感染 の 機会 は 、 既 知 の 人 物 か どう か を 問わ ず 、 全 て の 県 民 に ある こと か ら 夏 休み や お 盆 期 間 を 
挟む 14 日 間 程 度 は 恒例 の 家庭 内 行事 や 習慣 的 行動 を 見 直し て 予期 せ ぬ 生活 の 制限 に 繋が る こと の 
な いよ う 各 自 に お いて 留意 すべ きこ と 。 


④ 新型 コロ ナ ワ クチ ン (以下 、 ワ クチ ン ) の 効果 を 過信 せ ず 、 む し る ろ 感 染 後に も 症状 が 軽い こと 
に より 「 感 染 さ せる 側 」 に な りう る 可能 性 が 否定 で き な い こと を 認識 し て 慎重 に 行動 する 。 特に 
「 非 接種 者 同士 の 集合 」 や 「 接 種 者 と 非 接種 者 の 接触 」 は 当面 可能 な 限り 控え る こと 。 


⑤ 県 民 全 体 と し て の ワク チン 接種 率 は 徐々 に 向上 し つつ ある も の の 、 全 て の 年 齢 や 集団 で 完全 に 
感染 か ら 守 る 効果 まで は 期待 で き な い こと か ら 、 家 庭 内 及び 地域 や 職業 集団 の ワク チン 接種 率 が 
十分 (概ね 集団 の 70% 以 上 ) に 向上 する まで の 間 、 政府 が 示す 基本 的 感染 対策 を より 適切 に 継続 す 
べき こと 。 


⑥ ワク チン 接種 の 有無 に 関わ ら ず 、 今後 の 本 格 的 まん 延 事態 で は 、 県 内 に お いて も 医療 事情 の 
迫 が 懸念 され る こと か ら 、 不 測 の 感染 や 重症 化 に 備え て 自ら の 行動 履歴 を 管理 する ほか 、 緊 急 時 
に 連絡 等 の 援助 を 依頼 可能 な 友人 や 家族 と 連絡 手段 と な る 電話 等 の 通信 手段 、 さ ら に は 入院 や 自 
宅 待機 に 備え 、 受診 の た め の お 薬 手 帳 や 保険 証 、 発熱 時 の 水分 補給 や 冷却 手段 な ど 応 急 処置 用 品 、 
調理 を 要 し な い 食品 や 着替え な どの 生活 資材 等 を ある 程度 、 身 の 回 り に 確保 し て お くべ きこ と 。 


⑦ 事業 所 ・ 飲 食 店 等 に お いて は 、 職 員 ・ 従 業 員 に 対す る ワク チン の 職域 接種 に 努め 健康 状態 の 記 
録 や 自己 点検 を 行う と と も に 、 リ スク の 高い サー ビス の 提供 を 見 直す な ど 業 種別 ガイ ドラ イン を 
遵守 し 、 職 場内 で の 感染 対策 を 徹底 する こと 。 


学校 等 、 教 育 研修 機関 に お いて は 、 夏季 休業 中 の 活動 を 必要 最小 限 と し 、 休 業 後 の 活 動 に つい 
て も 、 不 特定 多数 と の 接触 を 伴う 活動 を 可能 な 限り 見 直し 、 必 要 な 場合 に も 人 員 を 限定 し 直行 直 
帰す る な ど 、 感 楽 防止 策 の 徹底 に 努め る こと 。 ま た 、 学 生 や 職 員 家族 の 健康 状態 に つい て も 把握 
する よう に 努め る こと 。 


⑨ 医療 機関 に お いて は 、 感 染 者 の 早期 発見 の た め 、 不 特定 多数 と の 対人 業務 や 家族 内 で の 有 症 状 
者 と の 接触 ・ 会 食 歴 な ど 、 リ スク の 高い 行動 が 見 られ る 者 は 積極 的 検査 に 繋げ る こと 。 


⑩ 推奨 され る 行動 を 個人 が 実践 する こと に よっ て 感染 状況 を 改善 する と と も に 、 ワ クチ ン の 接種 
率 向 上 に よっ て 社会 的 免疫 を 獲得 する こと が 、 以 前 の 生活 を 取り 戻す 第 一 歩 と な る こと を 全 県 民 
が 認識 し 、 感 染 者 や 接触 者 、 ワ クチ ン 接 種 歴 等 で 差別 する こと な く 協 力 し て 健康 の 維持 に 努め る 
こと 。 








